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『匿名のガル年代記』第一巻（翻訳と注釈）  
荒  木  勝  
以下の翻訳は、写本ザモイスキ版、センジヴイ 、へイルスペルスキ版を検  
討したカロル・マレテンスキK．Maleczy負skiの校訂本を用いた（GalliAnonymi  
Cronicae et Gesta Ducum sive Principum Polonorum［Monumenta  
lblonhle Historica，Novaseries，TomusII，Cracoviae1952］）。   
注釈に関しては、ピエロフスキ（A．Bielowski）、マレテンスキ、7Oレジイ  
ア（M．Plezia）、グロデッキ（R．Grodecki）、ブイノッホ（）．Bujnoch）に  
拠った。注釈においては、注釈者の見解をそれぞれに  
Bielowski→［Bi］、Plezia→［P］、Grodecki→［G］、Bujnoch→［B］、  
Maleczy貢ski→［M］、  
と略記し、以下にその見解を紹介した。それ以外の注釈は訳者のものである。  
参照した翻訳は、グロデッキ訳をふまえたプレジア補充のポーランド語訳  
Anonim tzw．Gall，Krontka凡由ka．Krak6w1982［BIBLIOTEKANAR－  
ODOWA．Nr．59］．ブイノッホのドイツ語訳1bhns ATLfange，  
」刷り～，l・川J′J．し、／げりJJ／人・J〃ハブ れノ／ぐ〃（訪丁 〟けこ一世（－J†机ノ rJ′Jヽ／川 …JJルん・〃．  
Verlag Stria，Graz－Wien－Kとiln1978である。典拠については、聖書は、シ  
ュトットガルト版のβ才摘α滋cγ℃グzαfαl旬な㍑fα椚l々作わァzg椚1969（その翻  
訳は、とくにことわりがない限り、『合同訳聖書』日本聖書協会、1991年）に  
拠った。ギリシャ・ラテンの古典については、T巌zエ仇元 C／α∫5gCα／エg∂相伴  
に拠った。12～13世紀の東欧の年代記類については、〃07Z〟椚e乃おCgγ椚α乃才αg  
〃ねわわc（Z Scγjか0用椚に拠った。   
21 1 岡 法（42′2）   
ポーランドの諸公、君主達の年代記と功業録  
このようにして、ポーランド年代記に関する手紙と序文が始まる。  
＼】  
手紙   
神の恵みを受けられた大司教マルチン師に、また同じく、ポーランドの地  
2」  
にあって神の御心に適った尊敬すべき司教シモン、パーヴュル、マウル、シ  
ロスワフに、また私の協力者であり、始められたこの企ての発起人でもある  
■  
尊敬すべき尚書官ミハウに、以下に続くこの小品の作者、私は、これらの人々  
（1）  
が、彼らに任ねられた聖なる羊の群を、主のシオンの丘にて油断なく熱心に  
L5） 16）  
見守り、一歩づつ徳を積んで神々の小の神を、対向して拝することができる  
〔7） （H）  
ょうにと祈るものです。   
ここに名を挙げた師父達よ、あなたがたの権威に支えられなかったならば、  
またあなたがたの支えを信じなかったならば、たとえ私が自分の力を頼んで  
これ程までに重い荷を背負ったとしても、また壊れやすい小船に乗って、危  
険をも省みず広漠たる大海に漕ぎ出たとしても、それは無益な骨折りに終っ  
たことであl）ましょう。  
（9）   
しかしながら、この船人は、不安な思いを抱くこともなく、小船に乗って  
荒れ狂う大海の巨浪を乗り切っていくことができるでしょう。というのは、  
この船人には、風と星の動きに従ってこの／ト船を確かな方向へと導いていく  
老練な舵手がついているからです。もしもあなたがたが、慈愛の心に駆られ  
て、私の小船をあなたがたの摺によって掬い揚げて〈れなかったならば、ど  
のようにしても、あのカリブディスの渦潮による難破を避けることはできな  
かったでしょう。また、もしあなたがたが好意から、森の内部ではっきりし  
た道標を私にホしてくれなかったならば、遺を知らない私鱒、鬱蒼とした森  
りり  
から脱け出すことができなかったでLよう。こうして私は、このような導き  
手の助力によって、卓越した力が与えられ、荒れ狂う風雨を切り抜け、安全  
】】  
ニ）   
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にi巷に入ることができるのです。また目を涙で霞ませながら不案内な道を震  
（12）  
えながら進んでいくことにいかなるためらいも示さないでしょう。なぜなら、  
先導する導き手の目が光よりも明るく輝くことを知っているからです。さら  
に、弁護人でもあり、保護者でもあるこのような人々を作品の目頭に挙げた  
のですから、意地悪い中傷者がいかなる不平を鳴らしてみても、それを心に  
懸けることはありません。そして、運命が私の願いを適えて、正しい事柄を  
守る保護者としてあなたがたを私に引き合わせてくれたのですから、このよ  
うな人々の名を年代記の中に挙げることは当然のことだと思われます。   
確かに神は、あなたがたの時代に、あなたがたの尊い懇話によって、ボレ  
スワフ三世の、記憶に価する名高き功業によって、ポーランドを輝しきもの  
（13〕  
にされました。なる程、私は、あなたがたの時代iこなされた多くの偉大な功  
績を省いてはおりますが、幾らかの事柄は、後につづく子孫の記憶の中に付  
け加えることを止めたわけではありません。   
しかしながら、今この場においては、同じ心のあなたがたを、声を一つに  
して、また一つの同じ賛辞の言葉によって一つに結び合わせ、解き難き愛の  
鎖によって結ばれている人々を、さらに私達の賛辞によって－一つに結び付け  
「l車  
ようと思います。即ち、神の恩寵により、秘蹟の賜によって、この世の君主  
達の上に君臨している教会の昔の監督者の功績を目豆引こ挙げるべきであると  
思われます。そうすれば、彼らの配慮を通じて、また彼らの下にいる人々の  
r15 
祈りによって、天の混養が信者達に授けられることでしょう。また、彼らの  
父のような庇護の心は、この臆病者の作品を誉め、この作品を支持して下さ  
ることでしょう。というのは、袖によってこのような権威ある特権を与えら  
れ、他の人々よりも卓越した地位に定められた人々が、一人一人の益と必要  
に、それだけより熱心に配慮することは当然のことですから。   
また私は、一方で、平凡な人間が虚栄の総飾りを広げているのではないか  
と思われないように、この小品に対して、私の名でなく、あなたがたの名を  
冠しようと決意しました。それゆえ、この作品の名声とこの国の名誉はこの  
世の君主達に帰し、他方、私の労苦とこの労苦への報酬は、安んじてあなた  
．●；   
「現 法（422）   
がたの判断に任ねようと思います。私とLては、あなたがたを主の子羊の群  
の牧老に任じた聖霊の恵みが、あなたがたの心の中に、次のような助言の声  
を吹き込むように祈ー）ます。その助言とは、君主たる者は、立派な贈物を、  
それを受けるに価する老に与えよ、というものであり、そうすれば、そこか  
らあなたがたにも名誉が生じ、またそれを保護する省円身にも栄光がもたら  
されるというものです。  
常に喜びのうちにありて、  
我にも、我が作■一石にも好意を示されんことを。  
l－  
209  
CRONICA ET GESTA  
DUCUM SIVE PRINCIPUM POLONORUM  
（1）  
（EPISTOLA）  
Domino M（artino）Deigratia summo pontifici，；simulque Symoni，  
l  
Pavlo，Mauro，Syroslao，；Deodignisacvenerandis；pontificibusPolonie  
t：り  
reglOnis，；nec non etiam cooperatorisuo；venerabilicance11ario  
Michaeli，；ceptlquelaboris opifici，；subsequentis scrlptOr OpuSCuli，；  
巨＝  
SupramOntemSyonDominisanctumgregemcommissumvigilantistudio  
＝＝ （5）  
SPeCulari，：acdevirtuteinvirtutemgradiendoDeumDeoruplfaciead  
し  
faciemcontemplari．；§Nivestraauctoritatesuffultus，patreSpretitulati，  
＝＝  
VeStraqueOPltulationefretusfierem；meisviribusinvanumtantiponder－  
isonussubirem；etcumfragililembopericulosetantam equorisinmen－  
sitatemintroirem．；§Sedsecurusnautapoteritinnavicula residensper  
＝＝  
undas sevientis fretinavlgare，：qulnauClerum habet peritum，qulSCit  
eam certam ventorum et syderum moderamine gubernare．；Nec valuis－  
Sem quOquOmOdotantecaribdisnaufragiumevitare，：nilibuisset vestre  
karitatimeamnaviculamvestrirelnigii；gubernaculissublevare．；§Nec  
de tanta silvarum densitate：1gnaruS Vie potuissem exire，；nivestre  
rl（＝  
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benignitatiplacuisset certas mihimetasinterius aperire．；§Tantorum  
igiturrectorumamminiculisinslgnitus：POrtumSubibosecurus∴ventor－  
（11）  
um turbinibus expeditus，；§ nec dubitabolippisluminibus viamin－  
（121  
COgnitam palpitare，；cum cognoverim rectorum oculos precedencium  
lucelucidius choruscare．；§ Et cum tales premiserim causidicos  
defensores，；flocclpendam qulCquid mussitando murmurarentinvidiosi  
detractores．；Etquoniamfortunavoticomposvosfautoresobtuleritiuste  
rei，；dignum duxitantos virosinserere quasicronice seriei．；Vestro  
namque tempore，VeStrisque precibus preciosis三illustravit Deus  
Poloniam Bolezlauiterciigestis memorialibus et famosis．；Et cumm  
Ll二l）  
multaetmagnificavobisgestadegentibuspretermittam．；quedamtamen  
Suggerere Subsequenter posteriorum memorie non dimittam．；Sed ad  
presens vos uno ore，unalaude unanimiter unanimes uniamus；et quos  
indissolubile karitatis vinculum annectit，nOStris quoque preconiis  
（14）  
adnectamus．；§ Dignum est enim veterum eciam gesta antistitum  
prenotari，；quos divina gratia facit donis carismatumlpSIS prlnCipibus  
（】51  
prlnClpari，；utiquorum dispensatione subditorum quoque precatibus  
Celestisalimoniafidelibuserogatur，；eorundempatrociniumnostrepusil－  
1animitatis opusculum suffragio tueatur．；§ Nam quos Deus ordinavit  
tantoprlVilegiodignitatishominibusceterispreminere，；oporteteosdem  
Studiosiussingulorumutilitatibusetnecessitatibusprovidere．；§Igiturne  
Vilespersonevideamurvanitatisfimbriasdilatare，；codicellumnonnos－  
tro decrevimus sed vestris nominibus titulare．；Quocircalaudem huius  
Operis et honorem huius patrie prlnCipibus ascribamus，；nostrum vero  
laborem；1aborisque talionem；vestre discrecionis arbitrio fiducialiter  
COmmittamus．；§Spiritussanctigratia，queVOSdominicigregispastores  
Ordinavit，talesuggeratconsiliumvestrementi，；quatenusprlnCepSdigna  
det munera promerenti，；unde vobis honor sibique gloria proferenti．；  
Fi 
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Sempergaudete，；nobisoperiquefavete．；  
（1机  
（1）［P］表題および個々の章の比出しが、作者の千になるものであるか否かについては  
確定しえない。そのうちの若f‘一のもの、少なくともそのうちの基本的なものの幾つ  
かは、別人の千になるものであるという印象を与える。Lかしながら個々の卓に兄  
出しをつけるということは、この年代記が苦かれた時代（12世紀初頭）において、  
すでに歴史書の形式の一般的な慣習てあった。この表題と見‡hLは少な〈とも14牡  
紀までさかのぼることができる。  
（2） グニュズノの大司教マルチン。在職期間は10921118年（ドゥゴ㌧シ、『大司教録』  
DIugosz，CbJ．α打力～拗．）。  
（3）［Bi］ここに挙げられた司教の教区と在職期間は以下のようである。  
シモン、プウォック司教、1108年一1129年（ルビエンスキ、『プウォック司教封批  
パーヴュル、クヤーヴィ司教、1098年11川年（ドゥゴーン『ポ【ランド司教録』）。  
マウル、クラコフ司教、1109年1118年（ドゥゴーシ『ポーランド司教録」n）。  
シロスワフ、ヴロツワフ司教、1100年112（）年（ドゥゴーン『ポーランド年代記』）。  
以上のことから、ゲルは、マウルがクラコフF∫」教の職に就いた1109年と、クヤーヴ  
イの司教パーヴュルの死期の以前、すなわち11川年の、それもおそら〈その年の初  
めの頓に、これらの司教達に、この年代記を献！≠＿したと思われる。   
［G］ここに挙げられたポーランドの教会の高位聖職者の布職期間は次のとおりであ  
る。  
シモン、プウォック司教、1108年1129年。  
パーヴュル、ポズナニ司教、在職期間不り」。  
マウル、クラコフ司教、1109年1118年。  
シロスワフ、ヴロツワフ司教、1112年1120年。  
後の二人の司教の在職期間は確実な資料に展づいている。これらの事柄から、この  
献辞が、1112年より以前に書かれたものではない、ということかわかる。他方、年  
代記は1113年に中断している。また、今口まで、クヤーヴィの司教録に、1098年   
1109年の間、当司教区の職にあったパウリヌスの名が挙げられているという一山こ基  
いて、パーヴュル司教をLばLばアヤーーヴィの日」教とする説がとられてきたが、こ  
のパウリヌスをこの年代記のパーヴュルと川一視するには、名前を修正する必要が  
あるし、没年を1112年、すなわちシロスワフの就任の年にずらす必要がある。従っ  
てこうした同一視の説には賛成できない。それに対して、他の論拠とも併せて考え  
れば、フランクの司教のように、この午代記のパーヴュルを、”episcopusPoIonien－  
sis“†ポーランドの司教」と考えることは、彼をポズナニの、すなわち、大ポ【ラン  
ド（ヴィエルコボルスカ）の司教と見なすことになる。年代記作老が、上述の司教  
だけを挙げたということから、（1）当時のポーランドには、卜述の司教職だけか存在  
Lたということ、（2）プウォックの司教は、1時、他の冒」教に対して優越Lた地位を  
持っていた、という二つの帰結が引き出される。  
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［P］ヴロツワフの司教シロスワフが1112年から1118年までこの職に就いていたこと  
は確証しうる。というのは、シロスワフは1112年にヴロツワフの町に入っているが、  
他方、マウルは1118年5月5［」に没しているからである。この一たを踏まえて、年代  
記の成二冊寺期に関して述べれば、作者は、ハンガリ王コロマンについて、このコロ  
マン工があたかも（二Ji時）生存しているかの如く叙述しており、またこの壬は1116  
年2月3日に没しているけれども、当時のポーーランド宮廷に対するハンガリの宮廷  
の親密な関係から推して、彼の訃報は一月後れてポーランドにもたらされたであろ  
うと推定される⊃ それゆえ、年代記は1112年から1116年の間に善かれたとするのが  
最もありそうな事柄であろう。  
（4） 7ヴタンツェーー族のミハウと考えられている。ポーランド公の尚書官としてボレ  
スワフ・クシヴウステイの側近であって、大きな勢力を有していた。ピエロフスキ  
は、彼をクルシヴィツアの司教座聖堂参事仝の尚書官と考えている（〟P打．1．382）、  
Gumplowicz，Bis（・hqf励Iduin．クロトスキは、ポズナニの尚書官と考えている（Gall  
Scholastyk）。T．ヴォイ＋ェホフスキは、ポーランド公の尚書官とした。WojciechowsL  
ki，T．Szki（e2637．Grodecki，Gal117．Maleczynski．OKan（1le7？aChⅦ．w．パル  
ゼルとティツはミハウの地位に関して、それは確定しえない事柄であると述べてい  
る。Balzer，Skarbiec／archiwum297．9．Tyc，Zhgnieu］47．   
「私の協力者J“cooperatorsuus”、「始められたこの企ての発起人」“ceptisquelaboris  
opifex”という表現から、ガルはミハウをこの作品の真の作者と考えていたと思われ  
る。ガルは彼の物語った話を一一定の秩序に配列し、ラテン語の形式に従って叙述し  
たと思われる。この見解に反対を唱えているのがデヴィドである。David，P，La乃）lqgne，  
2，Paris，1928．Les sour（eS41．Paris．1934．  
（5）［M］Dudo deSt．Ouentin，Demortbus（MigneCXLI，609）：“sibicommissarum  
oviumducamen．”「Flらに任ねられた羊の主人」  
（6）［M］Psalmi26，“Ego autem constituiregem meum super Sion，mOntem  
SanCtum meum’’，N（）L）a 侮なaklBibltorzLm Sbcrorum，Libreria Editrice  
Vaticana，1986『詩篇』26、「聖なるLLlシオンで、わたしは自ら、王を即位させ  
た」  
［P］シオンの丘とは、キリスト教の著作家の間によく見られるように、ここでは、  
教会を意味している。）  
（7）［M］Psalmi84（83）8，“ibuntdevirtuteinvirtutem．videbiturDeusDeorumin  
SyoTl．”『詩篇』84－8、「一歩づつ徳を積んで、神々のし戸の神を拝する」  
（8）［M］EpistulaIAdCorinthios13▼12，“tunCautemfacieadfaciem．”『コリント  
吾1』1312、「その時は顔と顔とを軋あわせて見る」  
［Bi］サンガレンの僧で、後にライへナウの大修道院長となったベルノは、1014年  
ヒ削二書き」二げた自分の書物、βgc〃〃50〃〟わナヱ0ナ朋∽dオ〃g和才JαJど『音の調和した差異』  
を次のような言葉で始めている。「神の恩寵の卜にある師父ベルノは、キリストの最  
愛の子、プルハルドゥスとケルングスに、シオンにおいて、神々の中の神を見るこ  
とができるように、一歩づつ徳を積むことを祈る」  
7  
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（9）［P］これから叙述を展開していくl′一分の著作を、未知の大海に漕ぎ州ていく舶来り  
にたとえる表現は、そもそも糸山己徳一・世紀初頭以降、ラテン文学において、とくに  
その序文においてしばしば使われた常套句であった。  
（10）［M］Vergirius，Aenet9，II．569，“ignariquevia．’1ヴェルギリウス『アユネイス』  
569「未知の道」  
（11）［M］HariulfusAldenburgensis（MなneCLXXIV，1374）“totvestrarunlVirtutum  
adminiculisconfortatus．”「あなたがf：の多〈のすぐれた助けに慰められた」  
（12）［M］Genesis2917，’LLialippiseratoculis”柑l」世記』2917、「レアは日が霞ん  
でいた」  
（13） ボレてワフ三件クシヴウステイ。1085年8日20Flに／トれ、1138隼101】2811に没す  
る。ポ・ランド公ウ7デイスワフ・ヘルマンとチェコ公の娘ユデソトとの悶＝こ生れ  
る。この年代記の中心人物である。OswaldBalzer，Geneal（材iaPiast6u）．pl18120．  
（14）Epistula ad Colossenses314，“SuPer Omnia autem haec：caritatem，quOd est  
vinculumperfectionis”『コロサイのイ言従への手紙』3 14「これらすべてに］）llえて、  
愛を身に着けなさい。愛は、すべてを完成させるきずなです。【」  
（15）［P］この文章のテキストは、かなりの筒仰が破損Lていて、今F］まで確にされてい  
ない。  
参考までに、ピエロフスキ校．汀のテキスト①、バンドキュ校冨丁のテキスト②を以下  
に挙げてお〈。  
①Dignum est enim－ut rerumetiamgestisinstiterant praenotari，quOS divina  
gratiafacitdoniscarismatumipsisprincipibusprincipari－Cibiquorumdispenr  
Satione subditorum quod capacitatibuscaelestis alimoniae fidelibuserogatur，  
eorundem patrocjniinostraepus川animitalisopusculumsuffragio tueatur．  
②DigTlum eSt enim ut rerum etianlgeStisinstiteram praenotari，quOS divina  
gratia facitdehijscarismatumipsisprhcipibusprinciparitibiquorumdispenr  
Sationesubditorumquodapicibuscaelestisalimoniaefidelibuserrogatur，eOrunr  
dempatrociniinostrae pusⅢanimitatisopusculum tueatur．  
（16） レオ詩体の詩、Plezia．Kronika Gallal18，Epistula Ad Philippenses 4i  
‖Gaudetein Domino semper．『7イリピの信徒へのT机n 44「主において常  
に喜びなさい」  
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エピローグの始まり  
し1〕   
名も高き公ギレスワフよ、  
（21  
生を受けしは神の賜  
β   
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聖者エギディウスの懇請によりて  
し：1）  
この世に勇姿を顕したまう  
204   
この由来願末をば  
神もし、これを許し賜わば  
語り明さん   
望まるるままに  
ふたおや 世継ぎなき両親に  
かくの如き御告げ、下されしことあり  
ひとくれくがね  
一塊の黄金を溶かし込み、  
人を形どりて像を作るべし  
汝が大願、成就せんため  
その像を急ぎ聖人の下に送「）て  
神に誓いを奉l‘）て  
聖き希望を胸に抱け、と。  
すなわち  
即刻黄金は溶かされて  
い 人の姿に鋳なおされ  
未来の公子の御ために  
そは聖者エギデイウスの下に送られたり。  
黄金、日銀、高価なる衣、  
その他、諸々の贈物を献げ奉り、  
聖衣の類いに加えるに  
家督なる黄金の杯もまた、  
9  
開 法（422）   203  
使者達、遅れじと旅を急ぎ、  
見も知らぬ土地を経巡りて  
ガリアの大地を行き過ぎて  
1  
プロヴインチアなる地に辿り弟きぬ  
使者等、贈物を献上し  
僧侶等、答えるに謝意をもってす。  
使者等、旅の目的を遂げ、  
像の雑物なきを併わせ述べたり。  
僧侶等、三F】の間  
断食にありて、御堂に籠れり  
か〈して、かの断食のみぎりに  
御母、御子を身籠りぬ  
か〈の如〈 して、かの少年は生れ出で   
ボレスワフと呼ばれたり。  
ウァデイスワフの子となりて  
＝＝  
神の御求めにふさわしき君となりぬ  
ユディソトと呼ばれしその母は  
えにし 恐ら〈は、不可思議な運命の縁の下にてありなん。  
昔のエディット、己が民を放えリ 
」  
オロフェメスを刺し殺すことi  
?????
，」?
このユデイツトは御子を♯みぬ  
、  
敵を打つ凱旋の君を  
この君の功を書き記す  
70  
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今やその時、すでに到れり。  
EXPLICIT EPISTOLA  
INCIPIT EPYLOGUS  
しIJ   
Bolezlauus dux inclitus 
（3）  
Deidonoprogenitus  
HicperprecesEgidij  
Sumpsitcausamexordii． 「i  
Qualiteristudfuerit，  
SiDeushoc annuerit，   
Possumus vobis dicere，  
Siplaceat addiscere・  
Relatumestparentibus  
Successore carentibus  
Conflentauricongeriem  
In htlmanameffigiem．  
Quam mittantsanctopropere  
Fiatuteis prospere，  
Votumque Deo voveant 
Atquefirmamspemhabeant・  
Aurumillico funditur，  
Effigiesefficitur，  
Quamprofuturofilio  
Sancto mittuntEgidio．  
Aurum，argentum，pa】1ia  
Donaquemittuntalia，  
Vestes sacras et aureum  
JJ  
開 法（422）   20l  
Calicem sat ydoneum．  
Nec mora missi properant 
Perterras，quaSnOnnOVerant，  
Pretereuntes Galliam  
（4）  
Pervenerunt Prouinciam 151  
Missimunera proferunt，  
Monachigratesreferunt，  
Causam narrant itineris 
Etqualitatemoperis．  
Tunc monachicontinuo   
Ieiunavere triduo  
Et dum agunt ieiunium 
Materconcepitfilium．  
Etprovero pronunciant  
Quodmissisicinveniant．  
Monachiremrecipiunt，  
Missiredirecupiunt．  
Transeuntes Burgundiam  
Remearunt Poloniam．  
Ergograveminveniunt  
Ducissam，quandoveniunt，  
Sicpuerillenascitur，  
QuiBolezlauusdicitur，  
QuemWladislausgenuit （61  
Dux，SicutDeusvoluit．  
GenitrixIudith nomine，  
Fataliforsan omine，  
Iudithsalvavit populum  
（7  
J二I  
『匿名のガル年代記』第・‥巻   
PerOlofer・nisiugulum，  
Ista peperit filium，  
（8）  
Triumphatoremhostium，  
Decuiusgestisscribere  
Iamtempusestinsistere．  
200   
（1） 以下の詩は、56語からなる8詩脚イアンボスの対親の詩、詩の内容については、  
第1巻3031車iこ述べられている。）翻訳においては、本学一丈学部渡辺諸氏の御教示  
を得た。  
（2） へイルスペルスキ版には、」：dux となっている。  
サン  
（3）［P］聖エギディウス。（フランス語では聖ジル）6世紀の人で南フランスのログヌ  
川の河L」近くに修道院を建立し、その他に自分の名を付けた（サンジル）。12世紀に  
は、この聖人への崇拝は大流石し、彼の聖遣物があるサン・ジルは、ヨーロッパの  
遠隔地からやってくる多くの巡礼苦の訪れるところとなった。ヤコブ・ヴォラギネ  
の『黄金イ云説」】を参照。今¶まで残されているロマネスクの教会は、16世紀にひど  
く破損した多〈の図版を収めている伝記を所蔵してい る。  
（4） 今［1のフランス  
（5） 南フランスのブロヴアンス地方  
（6） ウアデスワフ・ヘルマン。ポーランド公。1040年に牛れ、1102年6月2日に没す  
る。Balzer，Gビガe〟J（ばね99101  
（7）『旧約聖書』ユデイト記の主人公ユデイト。ユデイトは、イスラエルを包囲したア  
ッシリアグ）ネブカドネサルの軍司令菅ホロフェルヌスを殺し、イスラエルを救った  
とされている（〕  
（8） ボへミ7打ヴラティスラスⅠIl仕とその＝女ハングリアのアデライデとの問の娘。ヘ  
ルマンの乱1056年 58年に！1iれ、1085年12J］24・25「】に没す。Balzer，Gencalcgia  
lOl．  
ポーランドの諸公および諸々の君主達の年代記と  
功業録の始まり  
－、  
第一巻の序言   
この地上のあまねく広大な地域には、記憶に価する非ノ削こ多くの事柄が、  
J3  
剛 法（422）   
諸々の工や諸公によって成し遂げられていますが、学問のある人々の選り好  
みと怠慢によって、おそらくはまた彼の地にそうした人々がいないという理  
由から、これらの人々の功業は沈黙に覆われたままであります。それゆえ、  
ボレスワフという名の、輝かしい、勝利に満ちた公のために、たとえ稚拙な  
筆であったとしても、ポーランドの諸公の」九業の幾つかを書き記すことは、  
L2〕  
後世の人々の記憶に模範とすべきものを何も残さないよりも、はるかに骨折  
1J  
りに価することだと思われます′，とりわけ、ボレスワフが神の賜として聖エ  
ギデイウスの懇請によってこの世に生れ、そのことによって、私達の信じて  
いるように、ボレスワ7が幸運に忠まれ、常勝の君として顕われるというこ  
とを考えると、なおいっそうこのように思われるのです。   
しかしながら、ポーランド人の土地は、遍歴者の道から遠く離れており、  
ト＝  
交易のためにルーシまで渡りゆく人をのぞいては、わずかな人々にしか知ら  
れていないので、ポ【ランドの土地について手短かに述べたとしても、誰に  
い  
も不合理なこととは思われないでありましょう。また部分を描くために全体  
のことに言及したとしても誰もそれを電荷とは思わないでありましょう。   
さて、北方の地において、ポーランドは、スラヴ族の北方の一部放であlト  
b  
東方はルーシを、南方はハンガリアを、東（南西部）はモラヴィアとボヘミ  
アを、西方はダキア（テンマルク）とサクソニアとを隣国としています。他  
L71  
方、北の海、すなわちアンフィトリオン海の側には、糾い接している狂暴で  
ト  
野蛮な三つの民、セレンチア、ポメラニア、プルシアの民が住んでいます。  
）  
彼らに対して、ポーラントの公は、彼らをキリスト教に改宗させようとして  
不断に闘っていますが、剣による和教では、彼らの心を異教から解き放つこ  
とはできなかったし、剣による殺戟によっては、マムシのような彼らの後裔  
を根絶やしにすることはできなかった。しかしながら、彼らの首長達は、ポ  
ーランドの公との戦に敗れて、イ呆誰を洗ネLに求めました。しかし再び力を取  
り戻して、キリスト教信仰を放棄し、改めてキリスト教徒に対する戦を企て  
ました。また、彼らの地の彼方にあるアンフィトリオン海の沿岸の地には、  
1（）  
別の野蛮な異教の民かいますし、また溶けることのない雪と氷に覆われた無  
J尋   
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人の島々があります。  
＝1）   
さて、スラヴ人の土地は、北部はこれらの国々に分かれ、あるいはこうい  
う国々から成り立っていますが、ゲタエと呼ばれるサルマテア人とは、ダキ  
「12）  
アとサクソニアにおいて境を接し、他方、トラキアからハンガリア 
1．1）  
ウン   
ガリア人とも呼ばれているフン人にかつてLlj領された土地を通り、南に  
下っては、カリンティアを迫って、パパリアに回境を持っています。他方、  
（1小  
南方においては、地中海に沿って、エビルからダルマチア、クロアチア、ヒ  
（15）  
ストリアを通って、アドリア海の端で境に接しています。そこはヴェネチア  
しIf）ノ  
とアクフィレイアの地であり、イタリアと境を接しています。   
この地は非′削こ森が多い。けれども、金、鋭、パンと肉、魚も蜜に富み、 （17）（】8）  
上で述べた諸々の部族やキリスト教徒や異教徒達に開まれていて、これらす  
べての民によって同時に、また個々別々に、幾度も攻撃されたにもかかわら  
ず、かつて一度も、また誰にも完全に征服されるということがなかった、と  
いう点において、他の国々をはるかに凌駕しています。 （19）   
父祖伝来の地には、健康によい空気、肥沃な耕地、蜜の流れる森、魚の豊  
し2射 し211  
かな湖沼、勇敢な兵士、よく働く農夫、丈夫な馬、よく土地を耕す雄牛、乳  
のよく出る雌牛、毛の豊かな羊がいます。しかし、あまりに冗長な脱線をし  
たと思われないように、我々の意図した本鋸こもどることにしよう。   
言うまでもなく、我々の意凶は、ポーランドについて、とりわけボレスワ  
フについて述べること、またそのために、記憶に価する彼の祖先の幾つかの  
功業を書き記すことです。それゆえ、今や木の根元から幹の枝へと進むよう  
に、話の本題に取りかかることにしよう。こうして、どのようにして公の位  
の名誉がこの血筋に生じたのか、以下に順を迫って展開していくことにしよ   
っ。  
198   
J5  
l叫 氾：（422）  
INCIPIUNT CRONICE ET  
GESTA DUCUM SIVE PRINCIPUM  
POLONORUM．PRIMO PROHEMIUM  
〔11  
Quoniam orbisterraruminuniversitatespaciosa a regibusac ducibus  
plurimis plurima memorabilia geruntur，：que fastidiosa negligentia  
Philosophorum，forsitan inopla．Silencio conteguntur∴opere pretium  
duximus quasdam res gestas Polonicorum principum gratia cuiusdam  
gloriosissimiducisacvictoriosissiminomineBolezlauistilopuerilipocius  
exarare，：quameXtOtOpOSterOrummemOrienichilimitabilereservar？・  
；§Obhocetiammaxime．quodDeidonoprecibusquesanctiEgidijnatus  
fuit，；perquem，utCredimus，；benefortunatus，；semperquevictoriosus；  
extitit．：§Sed quia regio Polonorum；abitineribus peregrinorum三est  
remota；etnisitranseuntibusinRusiampromercimoniopaucisnota，；si  
r41 うJ  
breviterinde disseratur；nullivideatur absurdum∴et sipro parte de－  
scribendo totum inducatur，；nemo reputet onerosum．；§Igitur ab  
aquilone；Polonia septemtrionalis pars est Sclauonie∴que habet ab  
L6）  
Oriente Rusiam，三ab austro Vngariam，；a subsolano Morauiam et  
Bohemiam，；ab occidente Daciam et Saxoniaヮ三collaterales・；§Ad  
し  
mareautemseptemtrionalevelamphitrionaletreshabetaffinesbarbaror－  
＝＝  
um gentilium ferocissimas naciones，：Selencia叩，Pomoraniam et  
し）ノ  
Pruziam，COntraquaSregiones‡Polonorumdux assidue pugnat，；ut eas  
adfidemconvertat．Sednecgladio predicacionis；cor eorum a perfidia  
potuitrevocari，；necgladioiugulationis；eorumpenitusvlpperalisprog－  
enies aboleri．：Sepe tamen principes eorum a duce Poloniensiprelio  
Superatiad baptismum confugerunt，三itemque co11ectis viribus fidem  
Christianam abnegantes contra christianos bellum denuo paraverunt．；  
SuntetiamultraeasetinfrabrachiaamphitrioTti？aliebarbaregentilium  
l（I  
J6   
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naciones；etinsu］einhabitabiles，：ubiperpetuanixestetglacies；Igitur  
Ll  
terra Sclauonica ad aquilonem hiis regionibus suis partialiter divisivis  
Siveconstitutivisexistens，aSarmaticis，quietGetevocantur，；inDaciam  
r12〕  
etSaxoniamterminatur，；aTra？i 
． 
etUngaridicuntur，；quondamoccupatam，；descendendoperCarinthiam  
inBauariamdiffinitur；；adaustrumveroiuxtamaremediterraneumab  
「1車  
Epyro derivando per Dalmatiam，Crouaciam et Hystriam finibus maris  
（】う〕 し16ノ  
Adriaticiterminata ubiVenetia et Aquileia consistit ab Hytalia  
SequeStratur．；Que regioquamvismultumsitnemorosa，；aurotamenet  
argento，pane et Carne，：plSCe et melle；satis est coplOSa，；etin hoc  
t17） lIHl  
plurimumaliispreferenda，；quodcumatotsupradictisgentibusetchris－  
tianisetgentilibussitvallata；etacunctisinsimuletasilgulismultociens  
lnpugnata，；nunquam tamen ab ullo fuit penitus subiugata．；Patria ubi  
／lリ （2（り  
aer salubris，三ager fertilis，；silva melliflua，；aqua plSCOSa．；milites  
（21）  
bellicosi，；rusticilaboriosi，；equidurabiles，；boves arabiles．：vacce  
lactose，；oveslanose．；§Sed ne digressionem nimium prolixam fecisse  
Videamur，；adintentionis nostre propositum revertamur．；Est autem  
intencio nostra de Polonia et duce princlpaliter Bolezlao describere；  
eiusque gratia：quedam gesta predessorum digna memoria；recitare．；  
Nunc ergo sic ordirimateriamincIPlamuS，；ut per radicem ad ramum  
arboris ascendamus．；Qualiter ergo ducatus honor generacionihuic  
acciderit，；subsequens ordo narrationisintimabit．  
（1） マレテンスキの見解ではこの表題は、ザモイスキ版の写本の書記によって追加さ  
れたものと見なされている。  
（2）［M］Cosmas，II（M，（；，〟．SLYk）［（）T7／mIX．s．66．）“sensupuerilia，Stilorusticulia．  
『コスマの年代記』「考えも幼稚で文体もⅢ舎じみた」   
「B］後期古典時代以降、ラテン丈・、r‥においても、国民又・、r＝にぉいても、通常用し、ら  
れている、修辞上の謙遜  
J7  
岡 法 し422）   
（3）［M］EinhaYditnta KaroIIml）eYtltOris，MGILSSIl“memoriael）OSterOrunl   
tradere，……jmitabilesactus”，アインハルト『カール大冊†云』「後世の者への記憶  
にゆだね……模範的な行為」  
（4） ティツによれば、この言葉は、1136年のグニュズノのl口働の小に現われている。  
T）▼C．ZbJgniewiBL・leslau，．Pozna百1927，S．41  
（5）［G］ニのけ文は、二l与時のポーランドを迫って、ロシアから西ヨーロッパに、またそ  
の逆の方向での一一つの阿際的な通商蹄が存在Lていて、この通商路を通一」て旅行す  
る商人だけがポーランドについて詳しい情報を持っており、彼らを除けば、この地  
力に足を踏み入れた人はわずかであっ／二ということをホしている。  
（6） ザモイスキ版とセンソヴイ版では、7、クラウォニ7ScIavoniae となっており、  
バンドキュによって、スラウニアSlavoniaeと修正された。A・ブリュックナーの  
説によると、このてクラヴォニアとは、トに西欧諸「七lの辺境のいくつかの部族の名  
前であった。このL張に基づき、スラウ■＝蝕隷説に関説して、ブリックナーは次の  
ように述べている。ギリシャ人とドイツ人がまず彼J〕と・接触し、そこから同じ言葉  
を話すすべての人々に、その名前（スクラヴォニ7スクラヴス）が使われた。と  
いうのは、士として略奪・．喬描か、あるいはスラヴの商人による奴隷供給の交易が  
存在し、すでに、スクラヴスは奴隷を意味するこて葉とLて使われていたからである、  
と。（封仙刑場殖▼研一フわg∫cヱ邦ユリ  
（7） テキストの”subsolano”は、ポランド語訳・ドイツ語訳では「T材西にi3いて」  
となって、文脈上二の意味を′トかLた訳となっている。ラテン語では「来ノノ」の意味  
である。ダキー7は、もとローマ帝国の辺境名（ィケrlのルーマニ7地ノJlであったが、  
小世ラテン文献においては、デンマルクの地域名となった。   
［即サクソニ7はエルベ川流域に什むスラヴ人の理解においては、ポーランドの直  
接の隣国であった。ボレスワフ・フロヴリの時代においては、もちろんエ′しべのス  
ラヴ人はポーランドの統治権に服していた。  
（8）［P］バ′しト海を指す。アンフィトリオンの海という表現は、神話のあいまいな追憶  
にもとづく作者の造語である。7ムフィトリタは海の女神であり、7ムフィトリオ  
ンはテーベの伝説の英雄である。  
（9）［G］“SeIeIICia”セレンチアという語は、もう一度ポモージェ（ポメラニ7）とプ  
ルス（プルシア）との関連において年代記の申で言及されている。この語は今l†ま  
で十分に説明されていない〔つ この言葉は、ポモー1ジュのいずれかの部族のことを指  
Lているともノ思われるし、後にスラヴ人の土地となり、その公が“ducesslaviae”rス  
ラヴの諸公＿j と呼ばれるポモーノェのある地域を指しているかもしれない。またル  
ティ人LutyciであるかもLれない。（「訳注］Lutyc仁圭たはWieleciヴィエレ人と  
も呼ばれ、西スラヴ族に属L、中枇においては、エルベ川中流とオドラ川渓谷との  
間、およぴバルト海ルスプレヴ川Ilり血塊の閃に居化していたといわれている。）  
（10） Ovid．Metamoゆhoseon Ll13，L■lleebracchia】ong（）margineterrarumporrex－   
eratAmphitrite”Loeb，S．2．オサイチイウス『変身物剖113「アン7イトリタ  
（大洋）はいまだその腕を地の果まで仰ばしていなかった」  
Jβ   
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（11）［P］ここから明らかなことは、作ネ▲がバルト海について、非常に曖昧な観念しか持  
っていないということ、おそら〈その海岸に行ったことはなかったということであ  
る。それゆえここでは、スカンディナヴィアを島と考えた古代の著述家から取られ  
た情報だけを練り返していると思われる（。  
（12）［B］サルマナアは南口シアの部族上引二村するil■代の総称である。ゲタはトナウ川下  
流に住むトラキアの部族。  
［P］著者が、古代ヨーロッパの小部、東部に住み、しかし著者の時代にぉし、てはも  
はやイJ二在していなかったこのような店住艮の名前で、何を理解していたかを確定す  
ることはむつかしい。  
（13）［P］ほほ今［jのブルガリアの地域にあたるビザンティン帝国の州。  
（14）［P］中世初期においてスラヴ人が居住していた南オー∵ストリアの一地方。  
（15）［Ⅰ）］税才1三のアルバニアに近い、イオニア海に面した地プノ。  
（16）［P］アドリア海北部の半島。  
（17）［B］作苦は束ヨーロッパのは大な紙地全休を念頭においているのであるから、この  
叙述は次のような観一山こおいて理解されるべきだろう。すなわち、スラヴの国々の  
考ホ学研傾が「リ］らかにしているように、そこでは金■銀の輸人や交易が広く行われ  
ていた、という見ノノである。ポーーランドとロシアは銀を貨幣の形でアラブ諸凶から、  
金を戦利品として柁得Lていた。Hensel，Slowa露szc斗ZnaLL・izesnogrednio－Wieczna．  
War・SZaWa1965，  
（柑）［P］十世紀の後半、ミュシコー世の時代にlい欧を訪れたアラブの旅行者、イプラニ  
ア・イブン・ヤクバは、その旅行記の一節で、ポー′・－ランドについて次のように語っ  
ている。「ミエンコの匝】は、食物、肉、蜜、肥沃な耕地にめぐまれている。」  
（19）［P］ポー1ランド閃家の完全な独立、今「」風で言えば、ポー1ランドの主権は、年代記  
作者‾において、他に優る基本的、イ云統的な主張となってし、る。この作品の終りに近  
い章における、1109年に行われたドイツ人の、しかL結局は失敗に終ったポーラン  
ド遠征に関する叙述は次のようなr言薬で結ばれている。「皇帝は、大きく膨れ上った  
倣慢な心を抱いて、ポーランドのLl■‘米の自「‡1を踏みにじろうと考えたが、公正な裁  
きの主は、彼の企てを打ち砕いた。」即ち、皇帝に対するピアスト⊥糾の国家の主権  
は、いわば神の公正な裁きによって保たれ上のである、と述べている。11世紀のポ  
ーランドを統消したボレスワフ・フロプリとボレスワ7・シミァウィという∴人の  
ボレスワフの政子プiがこの国家の独立の確保に向けられたことは疑問の余地がない。  
それゆえ、年代記作者は、明らかに、ポーランドの口分の保護者でもあり、またと  
りわけ当時のポーランド公の政策推進煮でもあった尚書官ミハウの勧めに従って、  
意識r畑ニクシヴウステイ（ボレスワフ三1牡）を前の∴人のボレスワフの意志の継承  
者‾とLて紳介しているのである。こうして、この年代記を通じて我々は、12世紀の  
初めに、若きポーランド公の重い達や支持者達が公Ⅰ∫1身とともに志向した政諸思想  
をうかがし、知ることができる。ここでただちに歩このような質問が生じるかもしれな  
い。すなわち、この思想を被らはどこから手に入れたのか。自らの力によって作り  
あげたのか、それとも以前に表明されていたものを発見Lたのか。この間に対して  
1.9 
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明確な答を出すためには、十分な資料が欠けてしゝる。しかしながら、この間に対し  
て、根拠のある推定をすることは許されることであろう。ゲルにとって、ボレスワ  
フ・フロブリのポーランドは、ポーランドの理想的姿であった。ボレスワフ■クシ  
ヴウステイは、フロブリの後に生じた衰退の時期の後に、ポーランドを再び繁栄に  
導〈はずであると考えられた。ところで、フロヴリの統治の様子は、部分的ではあ  
るが、1000年に行われたドイツ皇帝とボレスワフとの会見について言及している箇  
所に見ることがてきるが、この叙述は、すでに散逸した『聖ヴォイチェフ伝』に拠  
っている。グル11身がこの点を明瞭に述べている。第一巻第六帝「赤ひげ皇帝オソ  
トーは、祈りと和解のために、またい】時に高名なボレスワフを知る‖的で、聖ヴォ  
イチェフの真に赴いた。この．・，‘J二については、この聖人の殉教に関する書物の中でよ  
り詳し〈読むことができるであろう。」……聖ヴォイチェフが葬られているグニエス  
ノの地へのオットー三世の巡礼を詳しく物語っているこの『聖ヴォイチェフ伝』は  
フロヴリの時代に、彼の宮廷において、彼の発想をもととして、ただ宗教的な目的  
からだけでなく、政治的な目的から苦かれたものである。以Lの想定が許されるな  
らば、『聖ヴォイチェフ伝』は、おそら〈ポーランドの支配者のl尚書仕付礼拝堂の小  
に保管されていたのであろうし、「グル年代言じ』の成東した時代において、尚書官ミ  
ハウは、年代記の作者が、この柴人伝をチに人れることに便甘をはかったであろう  
と考えられる。またこのような諸事件の経過も、その聖人f云の散逸の事実を説明す  
るものである。というのは、新しい、より完全セ『ガル年代記』が登場したために  
この聖人伝は興味をかきたてることをやめて、忘却のうちに散逸してしまったと考  
えられるからである。あたかも『ヴィンセンテイ・カドゥペックの年代記』が苦か  
れた13世紀において、ガ、ルの作品がほとんど姿を消してしまったように。従って、  
皇帝の主張に対抗し、古きボ【ランドのf上】け1を強調するこの思想は、すでにグルよ  
りもほぼ自一年前、11世紀の始めに書かれたこの聖人伝の小で表現されており、そこ  
から、ポーランドの学識ある仰、とりわけ宮廷人かこれを汲み上げたということは  
十分ありそうな事柄である。これと関連した事柄を付勃lするならば、熱烈なポーラ  
ンド愛国者であるヴィンセンティ・カドゥ／ヾ∴ソクか彼の年代記の全編を通じて、そ  
っくりそのままこの思想を採川した、ということは注‖に価する。しかしながら、  
カドゥペックは、1109午のドイツ人の位人に対する凱旋的な撃退がガルにとって現  
実的に重壊二な意味を持ったようには、その思想の現実的な重要性を彼の時イじに即し  
て誇らしげにホすことはできなかったので、学問的な編成と柁造を通じて自分流の  
表≡呪を与えた。人音、ポーーーランド人の机先は、アレクサンダー大Lがポー1ランド人  
の地に位人した時、彼を打ち破ったとか、佗略者ユリウス・カエサルにノ頑強に砥抗  
したので、結局カエサルは、什分の妹をポーーランド公に嫁がせることによってポー  
ランド公と姻戚関係に入らぎるを得なくなった、というようなカドゥペックの物語  
は、かルが強調したポーラントの侵すべかJJぎるi三権という、あのイデオロギーの、  
歴史伝説の分野への投影であり、Jiそらく、ポーランドは、「いまだかつて何人にも  
山川良させられたことのないl」こl」であるという簡潔な主張の、より発展した形態であ  
るのかもしれない。我々にとっては、カトウペックのこれらの物語は、歴史的に不  
20   
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合理な事柄である。なぜなら、アレクサンダー大二1三も、カエサルも、現在ポーラン  
ドが位置しているヨーロッパの地域に登場したことはないからである。しかし中世  
の人間にとっては、この間題は、歴史的な事柄ではなく、政治的に重要な問題であ  
った。それゆえ、1467年においてもなお、卓越したポーランドの政治家ヤン・オス  
トロルークは、ローマで教皇パウロニ世を前にして、ポーランド人のカエサルとア  
レクサンダーとに対する勝利を誇らしく主張し、これに憤激したイタIjア人の抗議  
を引きおこLたということがありえたのである。それゆえ、ポーランドの独立を擁  
護する文献の連銀の最も古く明確な環は、この『ガル・アノニムの年代記』である  
といっともよいであろう。  
伽） 原文ではpatriaパトリア（Ⅲ回）となっている。ここに、同一の土地と同一の血  
縁集団に対する愛着の一つの表現をみることができる。  
帥 ［P］蜜をもたらす野生の蜜蜂の棲む森の意味。   
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（11  
さて、スラヴ人の間で巣という意味を持つグニュズノという都市に、ポピ  
（ヱ1  
エールという名の公がいキ。ポ1ピエールには二人の息子がいた。そこで彼は  
∴＝  
異教の慣i引こ従って、息子達の断髪式のために、盛大な宴会を催し、多くの  
貴顕の士、友人諸氏を抑いた。その時、神の密かな計によって、そこに二人  
（5）  
の客が訪れるということになった。しかしながら、彼らは、宴会に招かれな  
かったばかりでなく、不義不正な仕打ちを加えられて、町の入日から追い払  
われてしまった。この二人は、この町の人々の乱暴で無礼な振舞いに憤り、  
即座に町の効外に向った。そこで全く偶然に、息子達のために宴会を催した  
かの公の耕大の′トさな家の前に出た。この貧しい耕夫は、大いに同情してこ  
の客人を自分の小尾に研き入れ、好意に溢れた心を持って、彼らを自分の貧  
しい家に導いた。この貧しい耕夫の抑きに喜んで応じた二人の客人は、持て  
成しのよい小屋に入って、言った。『ああ、良いかな、良いかな、我等の訪れ  
を喜べ。我等の訪れによりて、汝らに多くの薫き事、また子孫に名誉と栄光  
＝＝  
訪れん」し  
2J  
開 法（422）  
（1）DEDUCEPOPELONEDICTOCHOSISCO  
I  
EratnamqueincivitateGneznensi，quenidusinterpretatursclauonice，  
∴仁  
dux nomine Popel，duos filios habens，qulmOre gentilitatis ad eorum  
、  
tonsuramgrandeconviviumpreparavit，；ubiplurimossuorumprocerum  
い＝  
etamicoruminvitavit．：ContigitautemexoccultoDeiconsilioduosilluc  
＝ト  
hospites advenisse，quinon solum ad convivium（non）invitati，；verum  
eciam a civitatisintroitu cuminiuria sunt redacti．；Quistatim civium  
illoruminhumanitatem abhorrentes；etin suburbium descendentes，；  
antedomunculamaratorispredictiducis：prOfiliisconviviumfacientis，：  
forte fortuna devenerunt．Ille vero bone compassionis pauperculus  
hospitesillosadsuam domunculaminvitavit．；suamquepaupertatemeis  
benignlSSime presentavit．：Atillipauperisinvitationigratanter  
inclinantes；et hospltalitatis tugurium subeuntes：；bene，1nquiunt，nOS  
advenissegaudeatis；etinnostroadventubonorumcopiam；etdesobole  
（6）  
honoremetgloriam；habeatis．：  
19l  
（1）［P］「ホシナスコと呼ばれる」このi‡薬は鈎拝弧で囲まれているこれは後  
世の追加であると思われる。その埋油は、一つは、この旬が文法的に止しく前句と  
結びついていないからであり、さらに、後に続く二章一三二幸と矛柄しているからで  
ある。ピアストニそホシナスコの息十であり、貧しい耕夫であって、公の息r・では  
ないからである。ホシナスコという名は、Chost／chwost．すなわち「尾」という語か  
らきている。  
（2）［G］］．Losの指摘によると、グニュズノがクネーシKne2（そこから公の都stolica  
kneziaとなり、knieznoが出てくる）に山水するものであるとする、にく流布した  
見解は全く根拠のないものである。   
［P］グニュズノという町の名前は、まさに巣gniazdoグニアズドから来ている。  
作者は年代記のはじめの茸で【⊥1分のスラヴ㌶吾の知．識を誇ホしている。   
［M］グロテ㌧ソキ、ウォスの他ダヴィドの説を巷闇。David，上e∫∫〃〟rぐeJ，44．「訳注  
ダヴィドは、これらの説明（巣という意味）は後代の′与本家の挿入であるとしてい  
る。  
（3）［P］すでに苦から指摘されてきたことであるが（すでに15世紀のヤン・ドゥコーシ）、  
二）二一   
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以下に続いて叙述されるポピェーール、ピアストと異邦の名人についての伝説がフラ  
サ／  
ンスの聖ジェルマンの伝説（ヤコブ・ヴォラギネの「黄針云説』に収録）に類似し  
ていると言われてきた｛⊃ しかし直接的な依相場イ系があるか否かについては、確定的  
な証明はなされていない。またllりじように言及されるオヴイチイウスの『転身物語』  
との難似什も、それ程説得的なものではない∪［訳注］この血こついては拙稿「ピア  
ス卜伝説に関する一考察」を参照（「間l】I人学法学会雑誌』第36巻3・4写・、1987年）  
（4）［M］CosmaslI，35“utsibiparetgrande convivium▲’．『コスマの年代記』2巻  
35けlら人きな宴会を準備するために」  
［B］グルが“moregentilitatis’’という言葉で表現しているように、ここでは、子  
供が母親の保護から父親の教育権の下に移ることが問題となっている。  
［訳注］前掲拙稿847ペー1ジ参照。ブリックナーの説を以下に禍げる。「断髪式は子  
供に名前をり・え、それによってその上供を家族の－－・員とする儀式であった。髪は神々  
の恵みが子供に授かるように神々の前で焼かれるか、あるいは大切に保存され、招  
かれた客のうち最も重安な人物が巌粛に名を肯こiし、断髪を受けた者は成人として  
承認され、家族共同体の共llりのイニ1ヰに参加できる資格を什り▲される」。上）諭束血血り  
f）ulskid．t．1（War’SZaWa1957）  
（5）［M］CosmasIト17（MCH．ScriptorulT）IX）s．78．“Sed quia saepius videmus  
occultoDeiiudiciomalos．r・e】inquj，bonossubtrahi”『コスマの年代記』2巻17「し  
かし、私達はしばしば、神の密かな計いによ一ノて、悪人がこの1日二に残され、善人が  
この世から触り去られることを見る。」  
（6）［M］LiberIIRegum，2013，“LaetatusestauteminadventueorumEzechias  
et”『列王記』下2013、「ヒセキアは彼らの到弟を歓迎し」  
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第2章 ホシナスコの息子ピアストについて   
持て成しのよい家の家人は、ホシテスコの息子ピアストと、ジェフ0ヵと呼  
ばれている彼の妻であった。彼らは、心をノヰし、力の及ぶかぎり、客人の求  
（lノ  
めに応えようと心を砕いた。客人が思慮分別の人であることを見て、彼らと  
の相談の上、以前から抱いていた密かな企てを実行に移そうと考えた。慣習  
に従って常についた人々が、多くの事柄を話しあった後で、客人は、何か飲  
み物を頂けないか、と尋ねた。その時、持て成し好きの耕夫は答えて言った。  
「私どもには、よく発酵したビールが小一栂あります。自分の一人息子の断  
髪式のために用意したものですが、こんなに少ないのではどれ程御二役に立つ  
23  
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のでしょうか。御望みならば、どうぞ飲み干して下さい」。というのは、この  
貧しい農夫は、彼の主人である公がFl分の息子達のために宴会を催す時一  
というのは、その他の時では、あまりの貧しさ故にそうすることができなか  
ったであろうから一、自分のノ」、さな男の子の断髪式のために、い〈らかの  
料理を用意し、何人かの友人と貧乏な人々とを、昼の宴にではなく、ささや  
かな食事の宴に捌こうと心に決めていたからである。こういうわけで、この  
農夫は小豚一頭を飼い、それをこの断髪式に供するために取っておいてので  
ある。奇妙な事を言うようであるけれども、いったい誰が神の偉大な業を理  
〔2〕  
解することができようか。また誰が神の恩恵を敢えて穿聾することができよ  
うか。神はすでにこの世において一度ならず貧しき者の卑しきところを高く  
し、異教徒の持て成しのよさに報いることを拒んではいないのである。こう  
＝  
して客人は、農夫に、心置きなくビールを飲み、乾杯するように命じた。注  
いでも注いでも、ビールが減らずに殖えることを客人はよく知っていたから  
である。確かに、ビールはずっと殖え続けたと言われている。  
（4） り〕  
借りものの杯、満々と満たされ、  
公のもとに招かれたる者等  
その杯の空になりたることを  
気付くまで。  
（61   
ついで、件の／ト豚を屠るように勧めた。すると、その肉は、イ‡言じられない  
事だが、いわゆるスラヴ風の小柄ツェブラの器十佃分を満たすことができた  
といわれている。ピアストとジュプカは、その時4二じた奇跡を見て、息子に  
し7）  
ついての何らかの重大なニト兆を予感した（〕  
それゆえ、耕夫、己が宴に  
公とその客人とを招かんと  
思いしなれど、  
＝＝   
しかし、かの旅人にそのことの是非をまず尋ねないうちに敢えてしようと  
は思わなかった。何をためらうことがあろうか。こうして客人の勧めと励ま  
しに従って、農夫の主人である公とそのすべての客が、農夫ピアストに招待  
ご／   
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されることになった。自分の農夫によって招かれた公は、農夫のところへ下  
り赴くことを不名誉なこととは考えないのである。というのは、ポーランド  
の公の地位はまだそれ程高くはなく、都市の君主達もまだそれ程倣慢不遜で  
はなく、多くの従者に取り囲まれて威風堂々と振る舞うこともなかったから  
＝＝  
である。そこで慣しに従って宴会を催し、すべての人々を充分に持て成した  
後で、かの客人は、少年の髪を切り、彼に未来の事柄の兆としてシュモヴィ  
r】nノ  
ットの名を与えた。  
tll＼  
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（2）DEPAZT FILIOCHOSISCHONIS  
Erant enim hospiciidomestici；Pazt filius Chossistconis et uxor eius  
Repcavocabulonuncupatl：quicummagnocordisaffectupropossesuo  
「1ノ  
hospitum necessitatiministrare sathagebant，；eorumque prudentiam  
intuentes，SeCretum，Siquid erat，Cum eOrum COnSilio perficere  
disponebant．；§Cumquedemoreresidentescolloquerenturdeplurimiset  
peregrlni，anibipotus aliquid habeatur，1nqulrerent，aratOr hospitalis  
respondit：est，inqult，mihivasculam cervisie fermentate，quam prO  
CeSariefilii，：quemhabeounici；tondenda preparavi．；Sed quidprodest  
hoc tantillum，Silibeat ebibatis．Decreverat enim rusticusille pauper，  
quando dominussuusdux pro filiisconvivium prepararet，；namin alio  
tempore pre nimia paupertate non posset，；aliquid obsonii：prO SuO  
tondendo parvulo preparare；et quosdam amicorum et pauperum；non  
ad prandium；sed ad gentaculum；invitare；：quletiam porcellum  
nutriebat，；quemadilludservitiumreservabat．！Miradicturussum，Sed  
qulS Valet Deimagnalia cogitare，；velqulS audet de divinis beneficiis  
し2）  
disputare；；quitemporaliter pauperumhumilitatem aliquociens exaltat  
；ethospita】itatemetiamgentiliumremunerarenonrecus9t■；§Imperant  
し！1  
igitur eum hospites securicervisiam proplnari，：quam bene noverant  
2与  
開 法（42－－2）   
pitissando non deficere sed augeri．：Usque adeo enim crevisse fertur  
d）   
CerVISla．：  
1ポI  
Donecvasa mutuata replerentur omnia  
Et queducisconvivantesinvenerevacua  
＝＝  
Precipiunt et porcellum supradictum occidi，；unde X situle，SClauonice  
Cebri，；mirabiledictumemoranturadimpleri．：VisisigiturPaztetRepca  
（7）  
miraculis，que fiebant，；aliquid magnlpreSagiidepuero sentiebant．；  
Iamqueducemet convivasinvitarecogitabant  
、  
sed non audebant，；nisiprius peregrinos（de）hocinquirant．：Quid mor－  
amur？Consilioitaque hospitum et exhortatione dominus eorum dux et  
conviveomnesipsluSabagricolaPaztinvitantur，；nequerusticosuodux  
invitatus condescendere dedignatur．；§Nondum enim ducatus Polonie  
erattantus，；nequeprincepsurbistantofastusuperbietumescebat，；nec  
）  
tot cuneis clientele stipatus三ita magnifice procedebat．：Illito de more  
COnvivio et habundanter omnibus apparatis，hospitesillipuerum  
totonderunt，三 eique Semouith vocabulum ex presagio futurorum  
indiderunt．：  
＝侶  
187  
（1）［P］ピアストはガルの理解ではまだ人l二ではなく、公の耕作者■（ラタイrataj荘l覇  
農民）であるが、このピアストこそ、14世紀後半まで続くポー・－ランドニL酬の祖であ  
る。2・3章に挙げられているこのピアスト軌の代走的な祖父達の歴史件について  
は、学問的な検討が重ねられてきたが、ノ払の見地では、ミュシコー世以前の四人の  
祖父は歴史1二の人物であるとする見解を支持したい。   
［訳注1ピアストという名のLtl来については、種々の説が提出されている。   
（∋15世紀のヤン・ドゥゴーン「名高きポーーラント1同の年代言己』の小で展開されて  
二Lき  
いる説は、ピアス、トはもと、中軸の厚い穀を指す語であり、ピアストはそれを作る  
申．人1二であったとする見解である。  
②ピアストはポーランド語のピアストンpiastunから山来したしi襲であり、このピ  
アストンは「後見人、養育署」という意味を持っており、従ってピアストはポピエ  
ール家の後見人、すなわちフランク族の雷撃の地位を．1iめていたとする見解がT．ヴ  
ォ・イチェホフスキから提起されている（T．Wojciechowski，“OPiaicieiPiascie．”）  
26   
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ヴォイチェホブスキは、ピアストは一椎の宮廷町制二よって権力を掌握したと考え  
る。  
③A・ブリ、ソクナーは、ピアストはポーラント九語のPiastaすなわち「トゥ＋ェク  
（乳棒、すりこ木）」を意味しており、妾の名ジュプカは野菜のカブを意味している  
ので、ピアスト、ジュプカの名は、一掃の文学的創作であるとする見地を提出して  
いる。なお、前掲拙砧「ピアス卜伝説に関する一考察」を参照  
（2）［M］Exod，］413，“VidetemagnaliadomiIli”『出エジプト記』1413、「主の偉  
大な業を妃よ」  
（3）「異教徒の持て成し」については、『附約聖書』・r新約聖書』双方にぉいて、基本的  
な徳目として塵祝されているものである。前掲拙稿472ページ参照。「貧しき者の卑  
しきところを高〈する」については、「ルカイ云」の有名なマグニフィカートの文章が  
典拠とされている，「ルカ伝」1－52「身分の低い者を高〈上げ」“exaltavithumiles”。  
（4）［M］ドゥゴー鵬シの第一巻を検討したF・ガイスラーの「聖ジェルマン伝説とピア  
サニ  
ストに関するグルの物語との関係」によれば、この箇所は聖ジェルマン伝の中の、  
奇跡によってふえつづけた食物の訪から取られたものである。  
（5）Ovid，MetamoゆhosesⅧ，680“videntsaccrescerevina．’’オヴイディウス r変身物  
語』8巻680オヴイデイウス「ブドウ酒が殖えつづけるのを見る」  
（6） 二連の15詩脚のトロカイックの詩。  
（7） ダビド、前掲吾によれば、ポーランド語によるツェブラの語は後世の加筆である。  
David，⊥どぶ∫0〟′Cg44．  
LG］年代記は、この言葉cebraをポーランド語で苦いている。おそら〈ポーラン  
ト語の毅も古い遺産の一つであろう。  
（8） 二連の8詩脚トロカイソクの詰（）  
（9） Deut，143，“tumenteSSuperbiaascendistisiIlmOntem．”『申命記．qlm43、「倣  
憎にi：りて心高ぶり、Eh他に上っていった。」Co∫ma．Ⅰ1C？”inf］atusfastusuperbie  
『コスマの年代記』110、「傲憎、不遜の急により、心高ぶー）て」  
（10）Gen，4111，“t】biuna nocteuterquevidimussomnium praesagum futt】rOrum．”  
『創世紀』4111「一夜のうちに各々未来の事柄の予兆の夢をみた」  
（11）［G］シュモヴイソトのチテ言的意味については明確でない。ブリックナーの詳細な説  
サ＝こおいては、この名前ははじめSiemovitと発音され、家族の繁栄を意味するも  
のとされた。ブリックナーはこの名前をBogumi1，Bo；echnaあるいはキリスト教  
徒のTeofil，Teodor等と同じような、神什を含んだ名前のカテゴ1）のLf・に数えて  
いる。  
186   
27  
開 法（422）  185  
第3章 シュモヴィソトと呼ばれる、ピアストの息子、  
l】」  
サモヴィタイ公について   
こうして、ホシナスコ家のピアストの息子、少年シュモヴイソトは、成長  
して力も強くなり、年も増し加わって、【］々ますます勇敢な人物となってい  
: ? 
った。そして遂に、土の中の羊、公の中の公は、・▲致して彼をポーランド公  
（1J  
に任じ、ポピエールを、子孫とともに完全に王国から追放した。ところで、  
（dl ＝＝  
この点について、昔の長老達の物語るところによれば、土田から追放された  
あのポピエールは、鼠の追尾にひどく悩まされ、これを逃れるために自分の  
随臣によって鳥に運ばれ、長い間木の塔の巾で、そこへ泳ぎ渡ろうとする梓  
猛な野獣から守られていたが、放置された累々たる鼠の有害な悪臭のために、  
すべての者から見捨てられ、もっとも見二苦しい死にカて、すなわち、怪物ど  
Ihノ  
もにかじられて死んだ、といわれている。しかしながら、人々の行為のうち、  
，  
幾世紀もの忘却のl「1で、その思い出が歪曲されたり、過失と盲信が、その追  
憶を損ったりしているような事柄については、言及することを止め、信頼で  
きる記憶が保たれているものについてだけ、それらを手短かに挙げつつ読み  
上げていこうと思います。   
さて、君主の地位に即いたシュモヴィットは、青年時代を悦楽や軽薄な娯  
楽に賛すのでなく、労苦と武勇の鍛錬に賛し、勇士の名声と名誉の栄光とを  
「．H  
獲得し、また自分の国の国境を、以前の誰よりも大きくした．っ 彼の没後、そ  
†））  
の地位は、息子レステックに継承された。レステックは、騎士の業において、  
祖父達の勇気と大胆に比べられた。レステックが没すると、その子シュモミ  
シルが後を継いだ。彼は、その血筋においても、その偉大な権威においても、  
11＝  
先祖の名を三倍も高くした。  
二一J   
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（3）DEDUCESAMOUITHAYQUIDICITUR SEMOUITH，  
FILIO PAST  
（1）  
HiisitaqueperactispuerSemouith，filiusPaztChossistconisviribuset  
etatecrevit；etdedieindieminaugmentumproficereprobitatisincepit，  
（2J  
；eotenus quodrex regum；et dux ducum；eum Polonie ducem concor－  
＝＝  
diter ordinavit et de regno Pumpilcum sobole radicitus exstirpavit．；  
（1」 √51  
Narrant etiam seniores antiqul，quOdiste Pumpila regno expulsus，  
tantam a muribus persecutionem paciebatur，：quOd obhoc asuisconse－  
quentibusininsulam transportatus；et abillis feris pessimisilluc  
transnatantibus；inturreligneatam diusit defensus，；donecpre fetore  
pestifere multitudinisinterempte ab omnibus derelictus，；morte turplSL  
Sima，mOnStris corrodentibus，eXplraVit．；Sedistorum gesta，quOrum  
（6J （7）  
memoriam oblivio vetustatis abolevit；et quos error et ydolatria  
defedavit，；memorarenegligamus；et adearecitanda，quefidelisrecor－  
datio meminit，；istos succincte nominando transeamus．；Semouith vero  
principatum adeptus（non）voluptuose velinepteiuventutem suam  
exercuit，；sedusulaborisetmilitieprobitatisfamamethonorisgloriam  
ト  
acqulSivit，；atque suiprlnCipatus fines ulterius quam aliqulS antea  
dilatavit，；CuiuslocodecedentisLestikfiliuseiussubintravit，；quipater－  
＝＝  
neprobitatietaudaciegestissesemilitaribusadequavit．：Lestikquoque  
morientiSemimizleius genitus successit，；qulparentum memOriam et  
genereet dignitate triplicavit．；  
（川1  
184   
（1）［p］シュモヴィット“Siemowit”という名前の語尾変化した形サモヴィタイ“Sam－  
owitaj”は、「ようこそ、ここへ」という意味であるが、これは何らかの素朴な民衆  
的語源にもとづいており、前章の最後の文章“eique Semovith vocabulum ex  
praesagio futurorumindiderunt’’に結びついている。しかし、これが、作者の下  
によるものなのか、後代の加筆なのか、については不明である。  
29  
同 法（422）   
（Z）［M］Col，219，“eXquOtOtumCOrPし1S…‥・CreSCitinaugmentumdei．”『コロサイ  
の信徒への手紙』2一19「体全体が柵こ育てられて成長していく」  
（3）［M］Dan，237，hturexregumes’’『ダニエル吾』237、「汝は工C7）［I］のiであ  
る」、1．Tim．615，“reX regum et r）0minus domi11antium．”『テモテへの手紙、   
l』615、「上の申のlミ、主の主」、Apoc．1714，‘▲hiicum agno pugnabunt et  
agnusvinceti1los，quOniamDorTlinusdominorumeStetreXregum”『ヨハネの黙  
示録』1トー14、「この者は′卜羊と戦うが、小羊は主の主、士のtだから、彼らに打ち  
勝つ」。Apoc．1916．“ethabetinvestimentoetinfemoresuoscripturnrexregum  
etDominusdominantium．”l言‖「1916rこの方の衣と腿のあたりには、『土のl二、  
主の主』という名が記されていた。」  
（4）［M］「－一致Lて即位させた」“concorditer ordinavit”とい十言葉の意味について  
は、Adamus，J，Problem poczqtk6w elekcyjno主cipoIskiejisprawa孟w．Stanisl－  
awa（5b7t72L，．7b軋＾buk，WeLwowie1936．XVI12）   
［p］我々にとっては風変りに払えるこの彫ぺは、選挙行為に関する初期小」世の観念  
と慣行の小に説明を比い川すことができる。それは次のようにLて行われた。すな  
わち誰か一人の者が、あるいは弟l‘・の者‾が候補者をホし、他の選挙人が指名された  
者を、全員の叫び声によって承認する（アクラマナアaklamacja）。時々は、主なる  
神が指名する老と考えられた。Ch．1irook，EILYtゆe tn tht，Cc／2／7td Mtddle Ages．  
London，1964．s，150．  
（5）［P］この章においては、作者はその名前をプンピルPumpilと苦いている（l章  
ではポペールPopelonus）。後にカドゥベいノクの年代記ではプンビルという名は、ロ  
ーマの神話から採られたボンビリウスPompiliusにかえられた。  
（6）［M］Sapientiae，220，“mOrtetし1rpissimacondemmemus川um．”しF知恵の吾』2  
20、「彼を不名誉な矧二追いやろう」  
（7）［P］人間を食べる鼠の物語は、おそら〈、ライン川河畔の地力から我が国に流入L  
たものであろう。この物語はライン川他州こ、しばLば見られるものである。そし  
て、その物語は、ミュシコニ世の二女りへイザのドイツ的文化環境を介して我が国に  
もたらされたと思われる。H．Lowmianski，A）CZqtkil，aかt［L）a Po［ski（g〃，Pozna再   
1962，t．1，S．112122．ともかく、これはピアストイ云説よりも後代の産物であろうっ  
ちなみにこの年代記の作者によれば、ポピエールの死は、ポーランドの国外で生じ  
たのであり（aregnoexpulsus）、後代の地Jj的な伝説のように、クルシ「ブィソツァ  
で生じた事柄ではないのである。   
［B］鼠の災鰍二ついてのイ云説は、明らかに、代々受け継がれてきた異教信仰を阿守  
するという問題に関連している。ノルセブルクのティトマールは『年代記』Ⅵ，82で  
似たような物語を語っている。すなわちそれは、、一人の騎l二が教会の財蕗を略取し  
たので、鼠にかじられて死んだという物語である。また、マインツの人百］教ハ、ソト  
の物語もこのようなものに属する。今lJもなお、ビンゲン近くのライン川に残って  
いる鼠の塔もこのことを思い起こさせるものであるっ  
［M］人間を噴い殺す鼠の物謝ま、小世において流布し．ており多くの話が収集され  
J～り   
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ている。Szajnoch，NnT（1（，SZk［c（′，Lw6w1857．Ⅰ．iebrecht，F．Zur thlksk  
Heilbronnen1879．ニれらのうちでもっとも古いものはデンマークの物語であると  
考えられる（Langebek，SS，rer，Danic．Ⅰ．8O．），）それはデンマーク人がまだキリス  
ト教に改㍍していない時代にさかのほるものである。グルの話やティトマールの類  
似の許の源がマインツのハトンの物語にあるとする説は、それ程確かなものとは思  
われない。  
［訳注］ティト「7－ルの年・代記では、鼠に追われた騎l二が隠れるのは、部屋の中に  
つるした踊である。13世紀の『マルチンの年代記』の叶に党場するマインツ大司教  
ハトンニ世の物語においては、瓜L饉の時に、大司教が－・軒の家ですべての乞食達を  
焼くように命じたことに対する罰として、鼠が大司教を襲うというものである。〟γ〃〃才ゐα  
771ietma叩 Pozna負，1953．Liber，Ⅵ83，  
（8）［M］Sallust，Bellum Catilinae52．“ibiqueiuventutemsuamexercuit．”サルス  
テイウス『ユダルタ戦記』52「このようなところで、11分の青年時代を過ごLた」  
（9）［M］1Mac，196．“dilatavitfinesgentissue．”『マ7）バイ記1』146「「1分の  
凶の国境を広げ」  
（10） Balzer，Geneal（甘ia．17．／ヾルゼルによると、シュモミシルが統治権ノ］を手中に収め  
たのは、912年か913年であり、没年は964年である。LかLいずれも後代の年代記に  
よるものであり、確証しがたいとしているら  
182   
第4章 シュモミシル公の息子、ミエンコの盲目について   
ところで、このシュモミシルは、思い起すに価する偉大なミュシコを儲け  
た。以前は別の名前で呼ばれていたミュシコは、生れてから7歳になるまで  
（l） （2）  
盲であった。ところが、7桓］F」の誕生し」がめぐって来た時、この少年の父親  
は、慣習に従って、諸々の侯仙、自分の‾Fにいる君主たちを呼び集め、盛大  
（3）  
な宴会と儀式を催した。しかし祝宴の最中においても、盲の少年のことを思  
って苦悩と恥辱に苛まれ、胸の奥から密かに溜息をついた。他の人々は、歓  
し41  
声をあげ、風習にならって掌をたたいて柏手喝宋していたが、別の喜びが喜  
＝＝  
びを新たにした。というのは、盲の少年の視力が団復したことが明らかにさ  
れたからである。ところが、誰がその事を告げに来ても父親は信じようとは  
しなかった。そこで遂に母親が宴から身を起して少年のところへ行き、父親  
の揺れ動く心の結び目を断ち切った。そして居並ぶすべての人々に、すでに  
．■〃  
18t  l判 法（422）   
見えるようになった少年を紹介した。少年が、決して見ることのできなかっ  
た物を見分け、吉日の恥辱を無上の歓喜に変えた時、吊並ぶすべての人々の  
（61  
喜びは満場に満ち溢れた。その時、シュモミシル公は、その場にいた長老や  
賢者達に、少年の肯と開眼が何かのj二兆を意味しているのでは、と熱心に尋  
ねた。それに対して彼らは次のように語√ノた。盲は、ポーランドがかつて古  
人のようであったということを意味している、と。そして、今から後は、ミ  
ュシコによって蒙が開かれ、諸々の民の卜に立つことになろう、と予言した。  
【1  
事実、事柄はこのようになったが、別様に解釈することもできた、。まさしく こH）し1  
ポーランドはかつては古であった。真実の神への崇拝も、信仰の教えも知ら  
川）  
なかったからである。しかし、開眼したミュシコによってポーランドR身も  
その蒙が開かれた。というのは、ミュシコが信仰を受け入れた時、ポーラン  
ドの民も異教の死から救われたからである。というのは、全能の刺は、適切  
な順序でまず最初にミュシコに肉の視力を取り戻させ、ついで彼に霊的な視  
力を与えたからである。それは、Hに見える物を通じて臼に比えない物を識  
ることに到り、物を識ることを通じて造り主の全能を仰ぎ見ることができる  
（1】  
ようになるためであろ。しかし、どうして申の輪が卓を追い越してし、く必紫  
（1封  
があるのだろうか。シュモミシルはこうして年老いてこの世に穀期の別れを  
告げた。  
（4）DECECITATEMESCHONIS FILIIZEMIMIZLDUCIS   
IIic autem SemimizlmagnumetmemorandumMeschonemprogenuit，  
l＼  
：qulprluSnOminevocatusalio．VIIannisanativitatececusfuit∴Ⅶvero  
recurrentenativitatiseiusanniversario，paterpuerimoresolitoconvocata  
COmitumaliorumquesuorumprlnClpumCOnCion誓，COplOSamepulacionem  
I  
et sollempnem ce］ebrabat；et tantuminter epulas pro cecitate pueri，  
quasidolorisetverecundiememor，1atenterabimopectoresuspirabat．；  
＝＝  
Aliis equidem exultantibus；et palmis ex consuetudine plaudentibus．；  
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1etitia alia aliam cumu］avit．：que visum receplSSe CeCum puerum  
indicavit．；At pater nullinuntiantihoc credidit，；donec mater de  
COnVivio exsurgens adpuerumintroivit，；que patrinodum ambiguitatis  
amputavit，…cunctisque residentibus videntem puerum presentavit．；  
Tunc demum cunctisleticia plena fuit，；cum puerillos，quOS numquam  
viderat，reCOgnOVit，；sueque cecitatisignominiamin gaudiuminex－  
tricabilecommutavit．：Tunc Semimizldux senioreset discreciores，qui  
（6）  
aderant，Subtiliter sciscitatur，；siquid prodigilper CeCitatem etil－  
1uminacionem pueridesignatur∴Ipsivero per cecitatem Poloniam sic  
antea fuisse quasicecarniIldicabant，；sed de cetero per Meschonem  
illuminandam et exaltandam super naciones contiguas prophetabant．：  
■  
Quodetitasehabuit，；atalitertamenOinterpretaripotuit．；VerePolonia  
i X しql  
CeCa prluS erat，；que nec culturam veriDei；nec doctrinam fidei；  
＝l 
COgnOSCebat，…sedper Meschonemilluminatum est etlpSailluminata，；  
qula eO Credente Polonica gens de morteinfidelitatis est exempta．；  
OrdineenimcompetentiDeusomnipotensvisum prius MeschoIlicorpor－  
alem restituit，；et postea spiritalem adhibuit，；ut per visibilia ad  
iIlvisibilium agnlCionem penetraret；et per rerum noticiam ad artificis  
し111  
0mnipotenciam suspicaret．：Sed cur rota currum precurrit？；Semimizl  
（l幻  
autem senio confectus extremum vale mundo fecit，：  
180   
（1）［M］ミュシコー世。922年に／上れ、992年5月25t［没。Balzer，Geneal曙／a18．   
［訳注］ミュシコという名の意味については、①「狼狽」イ動揺」の意味を持つと  
するものっ これは、『ヴィンセンチイの年代記』、『ヴィエルコ・ポルスカ年代記』を  
絶て川栄光のポーランド王国年代記』の小でドゥゴーシが踏襲している見地である。  
②「ミュチスワ7」“Mieczslaw’’の指′」、形で「高名な方」という意味を持つとする  
見地、ドゥコ㌧－シによって提示され、16世紀の人文主義者マルチン・クローマ一に  
よって支持されている。   
（卦「ミーシ」“mほ” （クマ）から来たと解する比地。  
④言語学的・膏調学的研究かJっ、「盲」を意味したと解する見地。  
33  
179  開 法（42一2）  
が主要な解釈として提出されている。なお拙湘「ミュシコー他について」（『法学会  
雑誌』37巻1号、1987年）参照。  
（2） 70レジイアは写本へイルスペルスキ版に依拠Lて次のように訳している｛）「その名  
前で呼ばれた最初の人」。他ん－、フ、’ロテ㌧ソキをはじめとする多くの学名は、ザモイス  
キ版に依拠して、「別の名前」と訳L、l‘prjmus．”「最初の」を“prius’’「以前は」と  
読み（Ll－■書体学から見て、よ〈ある一′j：L諾い）と解する）、この間所を「以前、別の名  
前で呼ばれていたミュシコ」と訳す。   
［p］「最初にこの名前を持った」－ラテン語垢丈、従ってまたポーランド．軋もこ  
の侍所については、疑問の余地を残している。私の翻訳は′、イルス／ヾルスキ版に濃  
づいている（quiprimusnominevocatus川o）（，それに対Lて、センiJヴィ版、ザ  
モイスキ阪では▲－ill（）1’のかわりに“alio”となっている。これだけでは食味をなさ  
ないので、研究軋達（バンドキ工等W訳者）は、すべての′′メ本にある‘‘prinluS  
を■‘pritlS”に変えている、1その場令には、l‾以机、別の名前で呼ばれていた」となる。  
この「別の名前」とは“Dagome”「ダゴーメ」というものであり、ミュシコー世は、  
990992年の苦名な文吉 川グニュズノの贈物』）の中でこの名前で登場していると  
の指摘がなされている。LかL注意して欲しいのだが、披か別の名前を持ったのは  
7歳以前、つまー）断髪式以前のことである、ということである。いったい、何のた  
めに、年代記作者はこの場所で、15叫二以トい経た時点で、ニの別の名前を掲げなし、  
でこの事芙だけを述べたのだろうか。それゆえ、ミュシコとし、う名が、ピアスト家  
の支配者の最初の名前であったという、FノゝLな確．認をすべきであろうし、へイルスペ  
ルスキ版こそ真当の版と孝一えたカがよりl⊥【然であろう。この′如こついて筒々の点に  
到るまで以下の吉に賛成Lたい。J、Dowiat，Meわ1kach7？tuMieszkaI，Warszawa  
1961s．8789．   
［G］おそらく、作者・は、ミュシコのキリスト教徒名を考えているのであろう。それ  
は史料上よく知られたものではないが、文献学的研究によって、ダゴン Dag（）rlと  
いう名が確定されている。そして『グニュズノの贈物』とし、う文書の中で「裁き人  
ダゴーメ」‖Dagonleiし1dex‥と記されている。おそらく我カヾ困の公はスラヴ風の名  
前と並んで、別のキリスト教徒の名前を持→ていたのであろう。たとえば、ミュシ  
コニ世ランベルト、カソミュシ・オドノヴィチェーールカロル、ウ7ディスワ  
フー世 ヘル‾アン、のように。   
［M］ブロテ㍉ソキは、ミュシコのキリスト教徒名を想定しているか、この考え方を  
原文から確認することはできなし－。ミュシコの名前は7歳にし、たるまでダゴーーメで  
あったと考■えられている。（前掲利幅高5ページに、「ダゴーーメ」が登場する文吉の翻  
訳を参照）  
（3）［G］この言葉“comes”をできるかぎり繭1糾ニポーーランド釦こ移し人れようとして  
きたが、今【ほでまだ研究のlいに定置Lていない－ 作者は、このL†葉を、この場令  
のように、・般的な意味に使っているけれども、時ノ～ご持株なLんで、砦あるし、は郡  
の長官（代官）の意味にも伸／）ている。この場合には、後のカi／テランKasztelan  
「城竜二Lの地位と特徴にもっともよく一致している。“Principes”「諸々の君ト連」、  
、‘／・／   
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また“dtlCeS”「諸公」という言葉のTF．には、［E（の：l三y］の氏族部族の長という意味が  
含まれていることは、全くありそうな事柄である。彼らは、ピアスト朝において、  
かつての権力こそ喪ってはいたが、なお名誉ある地位を保っていた。  
（4）［M］Ovid．Metamoyt）hoses，t．10，402“suspiriaduxitabimopectore．”オヴィデ  
ウスr変身物語』1O巻 4O2「胸の奥底から軌已をついた」Vergilius，Aeneid，t．Ⅵ，  
55．“precesrexpectoreabimo．”ヴュルギリウス『アユネイスLJ第6巻55「祈r）は  
我が王の胸の威から送る」  
（5） げ］13世紀においてもなお、『聖スタニスワフ小伝月の作者は次のように語ってい  
る。「今rlまでスラヴ人の宴会においては、異教の歌を歌い、柏手喝果し、互いに酒  
をついで痛飲することが子fわれていた。」  
（6）［M］Esth，922．“1uctus atque tristitiain hilaritatem gaudiumque conversa  
sint．”『エステル記』第9帝22「悲しみから洋びへ、苦悩から祝いの「1に好転した。」  
（7）「M］【LL Regnum，147，“eXaltavitede medio populiet dedite ducem super  
populummeumisrahel．”『列1記L』147、「わたしはあなたを民の中から選び  
出して高め、わが民イスラエルの指導者とし」  
（8）［M］Sallust，BellumIugur［hinum，8523，“PrOfectoitasereshabet．”サルステ  
イウス「ユグルタ戦記』85 23、「確かに事態はこのようであった。」  
（9）［M］Sallust．ibid．，73，“eareSlongealiteracratuseratevenit．”サルステイウ  
ス、前掲書73『事柄はチ想されたものとは全く別のものとなった。」  
（10）［M］Judith，519．“paenituertlTltSereCeSSisseaculturaDeisui”『ユデット吾』  
5 19「Jの神への崇拝から遠ぎかったことを後悔した」。（［訳注］この部分は、現  
行の『創司訳聖苔L』の本文にはなく、ラテン語のウルガータ聖書の文章の－・部であ  
る。  
（11）［M］Ad Hebraeos，113．“fideintellegiInuS”・・・ut eXinvisibilibusvisibilia  
fierent．”『ヘブライ人へのfl紙」”113、「信仰によって、私達は＝…・削こ見えるも  
のが、口に見えないものかJ〕できていることを知る」（［訳注］現行『合同訳聖書』  
では、この部分は「見えるものは、「lに見えているものからできたのではないこと  
が分かる」となっている。“£エTTO／叩£〟甲αエリ叫£レUレアOβ1£方0／J£レ0レγ£γ0レ£レαエ．  
の〟りの訳し方にかかわるか、ここでは、ウルガータ訳の理解に従う。）  
（12）「M］AdRomanos，120，“invisibiliaenimipsiusacreaturamundipereaquae  
facta suntintellecta conspiciuntursempiterna quoque eiusvirtus et divinitas”  
『ローマ人への手紙』120、「－【1に見えない神の件格、つまり神の永遠の力と神惟  
は、被造物において、認．哉され、明らかに見ることができる．」（［訳注］現行の『合   
Ij」訳聖書』では、脱典のm γ叩 α0／つαm αげOU α方0 〟丁灯£UT 〟0叫OUrO‘丁  
方0‘Wαのリレ00叩£レα〟α鮎βαm‘り丁どα‘曲0丁α1けOUJuレα〃エ丁〟αエ鮎‘0丁り丁にお  
ける“LJOO叩ELJα XαeOPαTaE”〔intellecta conspiciunter＝perCeived，has been  
conceived〕の意味が明確に訳されていないので、ここではウルガータ訳に従う）。  
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